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宇宙開発の現状報告 

（平成 20年 1月 16日（水）～平成20年 1月 22日（火）） 

 

平成20年 1月 23日 

宇宙開発委員会事務局 

 
 

宇宙開発に関する海外の動向 

• ゼニットロケット、商業通信衛星の打上げに成功 
 【米、アラブ首長国連邦】 

1 月 15日（月）11時 49分（世界標準時）、シー・ロンチ社は、

オデッゼイ海上プラットフォームより、ゼニット 3SL ロケットを打上

げ、スラヤ・サテライト･テレコミュニケーションズ社の通信衛星

「スラヤ 3（Thuraya-3）」の所定の軌道投入に成功した。打上げ

時の質量は約5,173 kg。 

 

• 韓国科学技術部、2008 年予算を発表 【韓国】 

1 月 16日（水）（現地時間、以下同）、韓国科学技術部

（MOST）は、宇宙開発予算及びプログラム別細部実施計画を

含む「2008 年宇宙開発プログラム実施計画」が、第 5回宇宙開

発振興実務委員会において審議・決定されると発表した。政府

は、宇宙開発事業に3,164億ウォン（約3億3500万ドル）を投じ

る予定。主な内訳は以下の通り。 

 

プログラム 
予算額 

（億ウォン） 

低軌道多目的衛星等の開発 1266 

静止通信海洋気象衛星の開発 707 衛星分野 

低軌道周回科学衛星の開発 39 

小型衛星打上げロケットの開発 608 
宇宙輸送分野

NARO宇宙センターの建設 507 

基礎研究分野 基礎研究能力及び人材の育成等 37 

 


